
　地方創生への取り組みが全国で盛んですが、地域経済の活性化
やその持続には、地域ブランド力を高めていくことが重要です。
　滋賀県は、琵琶湖をはじめ美しい自然や史跡などの豊富な地域資
源を有しているものの、残念ながらその知名度は低いと評されてき
ました。これを挽回すべく、今、滋賀県の認知度向上に向けた、官民
挙げての取り組みが始まっています。
　例えば、「石田三成×滋賀県」発信プロジェクト。これは湖国ゆか
りの戦国武将・石田三成の人間的な魅力に焦点をあて、三成を通
じて滋賀県の知名度アップにもつなげようとする取り組みです。
その一環で制作された第一弾のＣＭ動画は、そのユニークさが受
けて１カ月で再生回数が100万回を超えるなど、大きな注目を集
めています。
　また、滋賀県オールロケの映画「Mother Lake（マザーレイク）」

が、６月４日より県内で先行ロードショーとなります。沖島を舞台に、
古代の琵琶湖に棲息したという恐竜「ビワッシー」を探すひと夏の冒
険がオリジナル・ストーリーで展開される感動の大作です。その内容
もさることながら、琵琶湖や沖島など滋賀県ならではの美しさが随
所に映し出された魅力あふれる作品となっており、全国ロードショー
への期待も高まります。
　これらを通じて、認知度の向上には、「発信力」も大事ということを
痛感しました。ＳＮＳ等の普及により、誰もが発信者となれる時代で
す。私たち自身がもっと滋賀県に関心を持ち、好きになって、その情
報を県内外に発信していくことが、滋賀県の認知度を高め、ひいては
地域ブランド力を高めていくことにつながるものと考えます。
　私ども滋賀銀行も、未来創造銀行「Ｔｈｅ・ちぎん」として、地域の活
性化を目指し、「発信力」を高めてまいります。

　当行は、次世代育成支援対策推進法※に基づく優良な子育てサポー
ト企業として「プラチナくるみん（特例）認定」を受け、５月20日の認定
式において、厚生労働省滋賀労働局長より認定通知書を拝受しました。
　当行は、「次の世代を担う子どもたちが健やかに生まれ、育まれる
環境を整えることは企業の社会的責任（ＣＳＲ）である」との認識のも
と、2005年４月からの第一期、08年４月からの第二期、11年４月から
の第三期（期間は各３年）を行動計画期間として、出産、育児にかかる
制度の導入や、導入した制度を取得しやすい職場風土づくり、メンタ
ル面のフォローやキャリア形成支援を行ってきました。
　今回、認定を受けた第四期行動計画（14年４月～16年３月）では、男女
共同参画の観点より、さらなる男性の育児参加促進に重点を置き、育児
休業を一部有給化（５日間）する制度改正を行いました。結果、男性の育
児休業取得者の増加（計画２名以上→実績27名）や、女性の育児休業取
得率の増加（計画80％→実績100％・取得者138名）につながりました。
　当行は、今後も「ＣＳＲ憲章（経営理念）」に掲げる「役職員一人ひと
りの働きがいのある職場づくり」を目指し、制度の拡充や職場環境の
整備に取り組んでまいります。

厚生労働省滋賀労働局長 大山剛二氏（左）から奥専務へ認定通知書が手渡されました
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　彦根城は国宝５天守のひとつとして、また、徳川幕府の譜代

筆頭井伊家の居城としてよく知られた城です。このため、観光

客の大半は天守に登って帰るだけで、彦根城が徳川幕府による

天下普請の城であることはほとんど知られていません。

　慶長５(1600)年の関ヶ原合戦は天下分け目の戦いとして有名

ですが、合戦後に平和が訪れたわけでは決してありませんでした。

むしろ関ヶ原合戦直後は戦国時代最大の軍事的緊張を生みま

す。それは徳川対豊臣の最後の戦いへのカウントダウンが始まっ

たからです。合戦直後から徳川家康は豊臣秀頼のいる大坂城を

包囲するかのように築城を命じます。東海道沿いに膳所城を、山

陰道沿いに亀山(亀岡)城と篠山城を、北国街道沿いに長浜城を、

そして中山道沿いに彦根城です。これらの築城は城主である大名

が行ったのではなく、徳川家康によって全国の大名たちに手伝い

が命じられます。こうした大名たちを助役と呼んでいます。彦根築

城にあたって『井伊年譜』は、公儀から３人の奉行が派遣されると

ともに、全国７カ国12大名に助役が命じられたと記しています。

　ところで彦根城の天守は大津城の天守を移築したものである

ことはよく知られていますが、天秤櫓も長浜城の大手を移築し

たものであると伝えられています。また、太鼓門も移築された建

物であることが判明しています。つまり彦根城の建物の多くが他

の城から移されてきたもののようです。これは決して廃城の部材

を再利用するというエコ的なものではなく、軍事的緊張の高ま

るなか、短時間で築城を完成させるための再利用だったのです。

　石垣の石材に関しても『井伊年譜』には、佐和山城や長浜城、

安土城の石材を用いたと記していますが、これも湖岸で廃城と

なった城跡の石材を船に積んで彦根に運び、山から切り出す時

間と手間を省いたわけです。

　こうした慶長の築城では城主の住む御殿も山上の本丸に構

えられていました。もちろん戦争を想定したためです。大坂夏の

陣が終わると住み難い山上から山麓に御殿は移動します。それ

が現在博物館として復元されている表御殿です。

　同様に大手の向きも移動します。慶長の築城は対大坂戦を想

定して築かれたため、大坂方面に大手が構えられていました。現

在も内堀の南側に大手門跡が残されています。そして中堀には

京橋口が構えられています。この門は京都方面を向いているの

で京橋と呼ばれているのですが、京都の延長線上にある大坂方

面に向いていた城門だったのです。ところが大坂夏の陣が終わ

り、戦争がなくなると、大手の役割も変化します。江戸幕府は全

国の諸大名に参勤交代を命じます。彦根藩主は表御殿より佐和

口を通って江戸と彦根を行き来することとなり、城の正面は大

手から佐和口へとほぼ180度入れ替わることとなります。

　城下町の構造も南側に防御正面を構えていました。つまり大

坂側の外堀のさらに外側に足軽町を配置して、敵の攻撃を見

据えていたことがわかります。そして城下の最前線として善利

川(芹川)を人工的に付け替えて防御線としていました。

天下普請の城
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滋賀県内企業・近畿の地方銀行で初
「プラチナくるみん」に認定！

近江 の城
戦略で探る
近江 の城

戦略で探る

※次世代育成支援対策推進法／事業主（企業）に「仕事と子育ての両立を可能に
し、少子化の流れを変える次世代育成支援対策のための行動計画」の策定を義
務付ける法律。適切な行動計画を策定し、計画に定めた目標を達成するなど一定
の要件を満たした事業主は、都道府県労働局長の認定を取得することができる。
認定企業の中でもより高い水準の取り組みを行った企業は、プラチナくるみん（特
例）認定を受けることができる。
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